






研究目的 

 現在、欧米諸国では妊娠早期での先天異常のマススクリーニングが主としてα－フェト

プロテイン(AFP)を用いて普及しているが、わが国では限られた施設で散発的に行なわれて

いるにすぎない。これには、いくつかの理由があったが、何よりも異常が発見されても積

極的な治療法がなかったことがあげられる。 

 しかし、今日なお限られた範囲ではあるが、いくつかの疾患で胎児治療が試みられるよ

うになり、妊娠早期での先天異常のマススクリーニングの必要性が強調されるようになっ

た。例えば、水頭症や尿道閉鎖では外科的胎児治療によって、また胎児水腫やある種の代

謝異常では経母体あるいは直接胎児への内科的胎児治療によって予後が改善することが知

られている。また、水頭症、尿道閉鎖、胎児水腫、脊椎裂、臍帯ヘルニアなどでは、妊娠

早期診断によって適切な分娩時期と方法(例えば帝王切開)を選択でき、予後の改善が期待

できる。さらに、消化管閉鎖、臍帯ヘルニア、脊椎裂、胎児水腫などでは、新生児期早期

の適切な管理と治療を行うことができる。このように妊娠早期の先天異常の診断の価値は

ますます大きくなっており、わが国でもマススクリーニングの方法について検討すべき時

期がきたと言える。 

 本研究の目的は、このようなマススクリーニングの方法について検討するとともに、異

常が疑われた場合の精密検査と治療法の検討を行うことにある。このため今回は、わが国

及び欧米諸国における母体血AFP を用いたマススクリーニングの問題点とわが国で広く普

及している超音波断層注を用いたマススクリーニングの可能性について検討し、あわせて

精密検査の一つとして羊水中 AFP の意義を検討した。 


